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１．工事内容

当工事は平成19年度の11月から12月に

かけて、国道を10cm切削しその後基層、

表層を施工する工事であった。施工延長約

800m、5,800m2を元々の改質Ⅱ型の舗装道

路を切削して、基層にポリマー改質Ⅱ型の

粗粒度アスコン、表層にはポリマー改質H

型－Fを使用した排水性舗装に変更する工

事であった。

２．工事の経緯

本工事は９月下旬に受注し、10月に調

査、測量を行い11月から施工を行う工程

であった。切削を行いその日のうちに基層

まで舗設を完了させて交通開放。この作業

を11月初旬から中旬まで行いその後11月

下旬に表層をすべて舗装するというもので

あった。

当工事は舗設時期が寒冷期になるという

こととアスファルトプラントが近くにない

ため、運搬時間がかかりアスファルト合材

の温度低下が懸念されること。また、ポリ

マー改質H型－Fという特殊な材料を使用

するため温度低下により施工性が困難にな

ると思われた。

そこで試験運搬をして温度低下の幅を確

認し保温シートを気温が低いときは２枚使

用することを決定した。ここまでは良かっ

たのだが、施工性を確保するためにアスフ

ァルトフィニッシャーを締め固め度が高い

機械を選択し、さらに排水性舗装の初期転

圧には効果的であるといわれる水平振動ロ

ーラーを選択してオートで水平振動をかけ

ながら施工、二次転圧にマカダムローラー

を使用し仕上げ転圧にタイヤローラーを使

用して施工を行うことを計画した。

実際に施工を行うにあたり、品質確保の

ため温度管理を徹底し、敷きならし及び初

期転圧は最適温度での施工を、二次転圧及

び仕上げ転圧を外気温が低い為通常よりも

早い時期に施工した。

写真－１、２のような施工方法をとり、

次の日にコアを抜いたところポーラスアス

ファルトにもかかわらず密度がありすぎて

空隙が少ないように思われた。翌日の施工
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からは水平振動のオートをマニュアルに切

り替え最初の一往復のみを水平振動で、そ

れ以外は振動無しで施工したところ空隙が

よりよいものとなった。

３．反省点

アスファルト合材の温度低下は思ってい

た以上に少なく転圧温度は確保できたため

空隙の少なさは過転圧が原因だと考えられ

た。反省としては寒冷期の施工ということ

とポーラスアスファルトH型－Fという特

殊な合材を使用するため初期転圧で密度を

確保しようとしてあまりにも締め固め力の

高い機械を必要以上にいれてしまったこと

が原因だと思われる。

普通のフィニッシャーと水平振動ローラ

ーの組み合わせや高締め固め型フィニッシ

ャーとロードローラーの組み合わせなどい

ろいろ考えられたが現場条件や施工性を考

えて安易によい機械をいれればよりよい舗

装ができると考えてしまったことも反省と

して挙げられる。

今後同じような舗装工事を施工すること

が考えられるため今回の工事での反省をふ

まえて機械の組み合わせなども考慮して、

よりよい物を作りだしていく施工体制を築

いていきたいと考える。
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１．工事内容

本工事は、平成17年度～平成18年度に

行われた災害復旧工事（橋梁上部工事）で、

鋼２径間連続非合成板桁橋で主桁６種桁の

内、１期施工として、先に４主桁を架設し、

床版工（別途工事）を行って、２期施工と

して供用開始後に残り２主桁の架設を行う

工事であった。

２．工事の経緯

１期工事の供用開始が平成17年の７月

に決定されており、架設工期も余裕がなく、

冬期間に架設を行う工程であった。

１月に桁を架設し、２月に防寒養生を行

いながらゴム沓のモルタルを打設した。防

寒養生は沓の廻りをシートで囲い、その中

に練炭ストーブを設置して行った。打設後

に沓のモルタル状況を確認したら、沓のモ

ルタルにひび割れが発生した箇所が発見さ

れた。（写真－１）

このため、発注者の了解を得て、沓座の

モルタルを斫り、アンカーボルトとモルタ

ルに隙間がないかどうか確認し、再度無収

縮モルタル（早強型）を打設する事になっ

た。（写真－２）これにより現場工程に遅

れが生じ、発注者に迷惑を掛けてしまった。


